
態をよりよい方向に持ってい
くきっかけにしていただきた
いと思います。

●主な料金（税込み）　
・人間ドックＡコース 37,800円
・人間ドックＣコース 25,200円
・定期健診 10,500円
・脳検査 21,000円

●申し込み・問い合わせ先
　健診センター　☎25-2178

　このコーナーは、病院広報紙「かったほっとぷれす」
の定期発行により、今月号で終了します。ご愛読あり
がとうございました。
※「かったほっとぷれす」は年４回（４・７・10・１月）
発行しています。ぜひ、ご覧ください。

問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145問公立刈田綜合病院　☎ 25-2145

̶思いやりのある良質で信頼される医療を目指して̶

公立刈田綜合病院紹介

　健診センターは、日帰り人間ドックや脳検査（最新型
ＭＲＩ装置による脳血管の画像診断）、生活習慣病健診、
定期健診、進学時・雇用時・海外派遣時の各種健診な
どを行っています。また、人間ドックや生活習慣病健
診を受けた方にはオプションで、子宮がん健診や乳が
ん健診、骨密度検査、前立腺がん検査を行っています。
　生活習慣病をはじめ、体の異常の早期発見に大きな
威力を発揮するのが人間ドックです。一般の健診では
検査内容が限られていますが、人間ドックは詳しい検
査を多項目にわたって行うため、体全体をチェックす
ることができます。人間ドックは義務ではありません
が、日々の忙しさで後回しになりがちです。ぜひ、定
期的に体の総点検を受けてはいかがでしょうか。健診
や人間ドックを受けてその結果を確認し、必要な時は
病院を受診することも大切です。
　健診結果をもとに自分の生活習慣を見直し、健康状

健診センターからのお知らせ

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
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。
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な
る
こ
と
を
希こ

い
ね
が

う
元
日
で
あ
る
。
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

４
月
１
日（
日
）13
時
よ
り
、「
市
民
俳
句
初
心
者

講
座
」
を
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い（
詳
し
く
は
22
ペ
ー
ジ
掲
載
）。

日
本
で
は
物
足
り
な
い
と
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ

 

大
庭　

良
子

ま
あ
ま
あ
と
仲
裁
を
し
て
酒
に
な
る 

草
野　
　

清

復
興
の
兆
し
う
れ
し
き
仮
店
舗 

阿
部
は
ぎ
の

鎮
魂
と
復
興
祈
る
初
詣 

斎
藤　

典
子

壁
掛
け
に
妻
の
作
品
過
去
を
見
る 

村
上　

照
夫

数
え
日
や
急
ぎ
私
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

寺
崎　

悦
子

お
帰
り
と
迎
え
て
く
れ
た
生
家
跡 

遠
藤　

行
夫

初
雪
や
ど
の
木
ど
の
葉
も
同
じ
花 

阿
部
み
さ
子

断だ
ん

捨し
ゃ

離り

を
私
な
ん
ぞ
に
出
来
る
か
な 

佐
藤　

啓
子

前
向
き
に
心
切
り
替
え
ケ
ア
ハ
ウ
ス 

佐
久
間
と
み
子

母
と
娘こ

が
親
子
２
代
で
着
る
晴
れ
着 

大
庭
美
智
子

　
　

一
句
目
、
大
リ
ー
グ
へ
敢
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投
手
。
飽
く
な
き
挑
戦
に
、
求
道

者
の
姿
を
垣
間
見
る
。
挑
戦
者
に
栄
光
あ
れ
。

　

二
句
目
、
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、
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魔
法
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飲
み
物
。
百
薬
の
長
と
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れ
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三
句
目
、
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か
ら
一
年
。
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興
へ
の
力
強
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槌

音
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こ
え
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が
ん
ば
ろ
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ち
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Arts

１

２ ３
1_石巻市大川小跡　2_「心地蔵」を手にする傳さん　3_傳さんが制作した「心地蔵」

　

東
日
本
大
震
災
で
児
童
74
人
と
教

員
10
人
が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ

た
、石
巻
市
大
川
小
学
校
の「
遺
族
会
」

の
皆
さ
ん
に
届
け
て
ほ
し
い
と
、
平

成
23
年
11
月
29
日
、
加か

川が
わ

傳つ
た
え

さ
ん
・

信の
ぶ

子こ

さ
ん
夫
妻
（
大
川
町
）
が
、「
心

地
蔵
」
と
名
付
け
た
焼
き
物
を
大
川

小
の
柏か
し

葉ば

照て
る

幸ゆ
き

校
長
に
手
渡
し
た
。

　

元
教
員
で
初
任
地
が
石
巻
市
で
あ

っ
た
信
子
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災

で
石
巻
市
が
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、

大
川
小
の
児
童
と
教
員
が
将
来
の
夢

を
絶
た
れ
た
こ
と
に
心
を
痛
め
、「
何

か
で
き
な
い
か
」と
傳
さ
ん
に
相
談
。

5
年
前
か
ら
陶
芸
を
学
ん
で
い
た
傳

さ
ん
は
、
残
さ
れ
た
ご
家
族
の
「
心

の
支
え
に
な
れ
ば
」
と
、「
心
」
の

文
字
を
入
れ
た
焼
き
物
を
作
る
こ
と

を
決
意
。
９
月
か
ら
２
カ
月
か
け
て

制
作
し
た
。

　

12
月
27
日
、
傳
さ
ん
あ
て
に
遺
族

か
ら
一
通
の
手
紙
が
届
い
た
。
手
紙

に
は
「
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
日
々
を
生
き
て

い
き
た
い
」
と
の
文
字
が
記
さ
れ
、

傳
さ
ん
は
、
う
れ
し
さ
と
と
も
に
、

さ
ら
に
感
慨
を
強
く
し
た
と
い
う
。

　
「
震
災
を
機
に
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
や
支
え
合
う
心
、
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

沿
岸
部
の
復
興
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
心
に
寄
り
添

い
な
が
ら
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
、
加
川
さ
ん
夫
妻
は
今

も
被
災
地
の
復
興
を
願
っ
て
い
る
。

　千年に一度の大地震。まさか自分の娘を

失うとは思いもしませんでした。大川小で

は多くの子どもたちが犠牲になり、遺族は

もちろん、地域全体がその喪失感に悲しみ、

苦しんでいます。そんな中、「遺族会の全

体会」で、加川さんが作られた「心地蔵」

が一人一人に手渡されました。「このお地

蔵さまは、白石の加川さんという方が、一

つ一つ手作りしてくださったのだよ」と話

しながら、娘の祭壇に置かせていただきま

した。私の母は手を合わせながら涙してい

ました。娘もきっと感謝していることでし

ょう。いただいたお気持ちに少しでもお応

えできるよう、そして何より、震災で犠牲

になられた方々に恥ずかしくないよう、

日々を生きていきたいと考えています。本

当にありがとうございました。

遺族から届いた手紙 

最強「大笑い」３連覇 !
第21回市民綱引き大会

　１月22日、「第21回市民綱引き大会」をホワイトキュー
ブで開催しました。本年の大会には、過去最高の小学生
の部17チーム、中学生の部17チーム、一般の部10チー
ムの合計44チーム約570人が出場。大会は、白石第二小
学校６年の齋

さい

藤
とう

光
こう

貴
き

くんの選手宣誓でスタート。会場か
ら大きな声援が送られ、選手は息を合わせて綱を力一杯
引き、熱戦を繰り広げました。
・小学生の部　１位「白石第二小学校Ａ」、２位「深谷
　小学校」、３位「大鷹沢小学校Ａ」
・中学校の部　１位「A-S 30 soon（白川中）」、２位「小
　原中学校ソフトテニス部」、３位「Ｉ♥新体操（東中）」
・一般の部　１位「大笑い」、２位「ニチレイフーズ白
　石工場」、３位「気綱」

１_齋藤くんが力強く選手宣誓　２_小学生の部で優勝した「白石第二小学校Ａ」
３_中学生の部で優勝した「A-S 30 soon（白川中）」　4_一般の部で優勝した
「大笑い」 ３連覇達成！

１ ２

３ ４

ご
家
族
の
心
の
支
え
に
な
れ
ば
！　

石
巻
市
大
川
小
に
「
心
地
蔵
」
を
届
け
る
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